
営農情報
教えて! JA
農業に関する質問にお答えします！

水田雑草防除対策を効果的に

水面から土が少しのぞく水田に、日増しに早苗が広がりゆく季節です。
農作業では、一つひとつの作業の出来栄えが次の作業に微妙に影響を及ぼしていきます。

今回は、水田雑草防除について取り上げます。

初
期
剤
や
一
発
処
理
剤
が
雑
草
に
効
く

ま
で
─
水
管
理
が
大
切
─

●�

水
田
に
散
布
さ
れ
た
除
草
剤
の
成
分
は
、い
っ
た

ん
田
面
水
に
溶
け
て
か
ら
、
数
日
か
け
て
ゆ
っ
く

り
と
土
壌
表
面
に
落
ち
着
き
ま
す
。

●�

土
壌
表
面
に
薄
い
除
草
剤
の
層
（
処
理
層
）
を

作
り
、
そ
こ
で
発
芽
直
後
の
雑
草
に
吸
収
さ
れ

て
、
除
草
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

●�
そ
の
後
、
土
壌
表
層
の
有
効
成
分
は
少
し
ず
つ

分
解
さ
れ
て
、い
ず
れ
は
除
草
効
果
が
な
く
な
り

ま
す
。

●�

最
初
に
土
壌
表
層
に
落
ち
着
く
有
効
成
分
の
量

が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、効
果
が
な
く
な
る
ま
で

の
期
間
（
残
効
期
間
）
は
長
く
な
り
ま
す
。

●�

除
草
剤
成
分
の
す
べ
て
を
土
壌
表
層
に
落
ち
着

か
せ
る
た
め
に
、
除
草
剤
散
布
後
の
数
日
間
は

し
っ
か
り
止
水
を
し
て
、有
効
成
分
を
水
田
内
に

保
持
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

●�

除
草
剤
散
布
直
後
は
、
田
面
水
中
の
除
草
剤
濃

度
が
極
め
て
高
い
の
で
、こ
の
時
期
に
田
面
水
が

水
田
外
へ
流
れ
出
て
、
処
理
層
の
除
草
剤
成
分

濃
度
が
低
く
な
る
と
、
除
草
効
果
が
低
下
し
て

残
効
期
間
も
短
く
な
り
ま
す
。

●�

農
薬
が
水
田
外
へ
流
出
す
る
と
い
っ
た
、環
境
保

全
上
の
問
題
も
生
じ
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も

田
面
水
を
田
外
に
流
さ
な
い
よ
う
、
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

除草剤散布

除草剤の有効成分が
田面水中に溶けだす

水
←除草剤

地面

田面水中の有効成分
が徐々に土壌表面に
落ち着く

除草剤処理層に触れ
た雑草に有効成分が
吸収される

イネは株元が深いの
で、除草剤はあまり
吸収されない

土壌表面に除草剤の
処理層が形成される

処理層

水田に散布された除草剤の有効成分の動き
※�この期間はしっかりと止水をして、有効成分が多く
含まれている田面水を水田外に流さない
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